
Logical Communication
ロジカルコミュニケーション

「イモヅル式」シリーズの著者と学ぶ伝わる表現技法

ロジコミ！



本日のメニュー
講師紹介

納得と共感

 DIKWモデル

 SECIモデル

ロジカルシンキング

フェルミ推定

MECE
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ロジックツリー

 PREP

ピクトグラム

 KJ法（親和図法）

マインドマップ

グラフの種類

ファクトベース



講師紹介
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石川 敢也 （いしかわ かんや）

• 神奈川工科大学 教育開発センター／情報工学科 専門教育講師

 元 法政大学大学院 イノベーション・マネジメント研究科 特任講師

 元 読売・日本テレビ文化センター 新宿・錦糸町・自由が丘・川崎 講師

• 経営管理修士(MBA)／経営情報修士（専門職）

• の商号を保有（商標登録 第5949144号）



受賞・選出歴
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• 2015年度 法政大学ビジネススクール 優秀プロジェクト

「ラクパス 資格試験対策の新しいWebサービス」

（後に教育・セミナー・出版の分野で「ラクパス」を商標登録）

• 2006年 アフィリエイトK1コンテスト

二年連続で準優勝（主催：BusinessMake.Com）

• 2005年 アフィリエイトK1コンテスト

「海辺NET」で準優勝 （会場：デジタルハリウッド大学）



著書・共著

5Copyright © RakuPass.Com All rights reserved.

• 著書「イモヅル式 基本情報技術者 科目A」（インプレス）

• 著書「イモヅル式 応用情報技術者 第2版」（インプレス）

• 著書「イモヅル式 ITパスポート第2版」（インプレス）

• 著書「イモヅル式 大学入試共通テスト 情報１」（インプレス）

• 著書「情報処理教科書 iパスクイズ222」（翔泳社）

• 共著 「情報セキュリティマネジメント」 （翔泳社）

• 共著 「インターネットから子供を守る！」 （ローカス）

• 共著 「Excel＆Word完全解決！」（宝島）など多数



「iパスクイズ222」がアプリに
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「イモヅル式」がシリーズ化
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2020年7月16日

Amazonランキング

ITパスポート試験新着

1位

2021年5月5日

Amazonランキング

基本情報技術者試験新着

1位

2022年5月18日

紀伊國屋書店ランキング速報

コンピュータ・ＩＴ・ゲーム

1位



著書4冊が同時にランクイン

8Copyright © RakuPass.Com All rights reserved.

4位
応用情報

21位
基本情報

19位
23位
ITパスポート

2023年11月25日 Amazon.co.jp 売れ筋ランキング



論理と感情
 人に伝えるときには、論理と感情の両方が重要

 論理とは、なぜそう言えるのかを筋道立てて、

説明することであり、相手を納得させる力になる

 感情とは、面白そう、共感できる、やってみたいと

感じさせる力である

 データだけを並べても理解はされるかもしれないが、

相手の心は動きにくい。逆に、感情だけで話すと

説得力が弱くなる
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納得と共感
 納得と共感は似ているようで異なる概念

 納得とは、理由や根拠を理解し、頭で理解すること

 共感とは「わかる」・「自分もそう感じる」のように、

心で受け止めることである

 統計データを示せば相手を納得させることはできるが、

それだけでは行動につながらない場合がある
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スピーチとプレゼン
 スピーチとプレゼンテーションは、どちらも人前で話を

する点では共通しているが、目的に違いがある

 スピーチは、自分の考えや思いを相手に伝え、

共感や感動を生み出すことを重視する

 プレゼンテーションは、情報や提案を相手に理解させ、

納得してもらい、行動につなげることを目的とする

 そのため、プレゼンでは論理的な構成やデータ、

図表などを用いることが多い
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相手を動かす
 プレゼンテーションの目的は、カーネギーの

著書にあるように「人を動かす」ことである

 人は論理だけで行動するのではなく、心が動いたときに

初めて行動につながることが多いものである

 情報を正しく伝えるだけでなく、相手がどう感じるかを

考えることが、伝わるコミュニケーションにつながる

 良いプレゼンテーションでは、論理で理解を支えながら、

感情で相手の関心や共感を引き出す必要がある
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カーネギー「人を動かす」3原則

①批判も非難もせず、苦情も言わない

共感を示すことで相手は心を開き、良い関係になる

②率直で、誠実な評価を与える

真摯な評価や感謝の言葉で、相手のやる気を引き出す

③強い欲求を起こさせる

相手が自分の意思で行動したいと思えるように促し、

Win-Winの関係を築く
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ハイコンテクストとローコンテクスト

High-Context cultures

 一般的に日本はハイコンテクスト文化とされる

 阿吽（あうん）の呼吸などと表現される

 言葉や文字にしていないのに、相手に理解される（と思われる）

Low-Context cultures

 言葉や文字で表現された内容だけが情報としての意味を持つ

 言葉や文字にしていない内容は、相手に伝わらないとされる
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DIKWモデル：Data
 DIKWモデルは、データを整理して情報となり、

理解されると知識となり、適切に活用できると

知恵になるという考え方である

 データとは、観測や測定によって得られた数値や文字、

記録など、まだ意味づけされていない断片的な情報

 例：気温30度、売上100万円、出席者50人など

 単体では判断材料になりにくく、何を意味するのかは

まだ分からない
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DIKWモデル：Information

 情報とは、データを加工し意味を持たせたもの

 情報には文脈があり、何が起きているのかを

把握しやすくなり、意思決定の材料となり得る

 例：「今月の売上は100万円で、

前年より約20％多かった」

 グラフや表などは、データを

情報として分かりやすく

伝えるために使われる
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Wisdom

Knowledge

Information

DATA



 知識とは、情報をもとにして、なぜそうなるのかを

理解し、再利用できる状態にしたもの

 例えば、「気温が高い日が続いたので、飲料の売上が

増えている」という傾向を理解している状態が知識

 経験や分析を通じて法則や関係性を把握できている状態

 マニュアルやノウハウとして他社と共有することもでき、

再利用できる理解のことである
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DIKWモデル：Knowledge



DIKWモデル：Wisdom

 知恵とは、知識を実際の状況に応じて適切に活用し、

最善の判断を行う力である

 例：「今日は猛暑なので通常より多く飲料を仕入れる

べきだ」などと判断できる状態

 知識を持っているだけではなく、現実の状況や目的に

応じて柔軟に使い分けて活用できることが重要である

 経験や価値観、倫理観なども知恵には含まれる
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暗黙知と形式知

 言葉や文章では説明しにくい知識や技能のこと

 頭では理解していても、実際に経験しないと

うまく身につけにくいとされる知識

 マニュアル化しにくく、感覚、勘、経験に支えられて

いることが多い点が特徴である

例：自転車の乗り方、職人の技術、人との接し方など

文章や図で表現できる知識は「形式知」と呼ばれる
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知識が生まれる瞬間

SECIモデル

 暗黙知と形式知が循環しながら新しい知識が生まれる

過程を示した「知識創造理論」として広く知られている

① 共同化（Socialization）

② 表出化（Externalization）

③ 連結化（Combination）

④ 内面化（Internalization）
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SECIモデル
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表出化
言語化・図式化

内面化
実践して身につける

共同化
見て学ぶ・共有する

連結化
組み合わせる

暗黙知

形式知



ロジカルで行こう
 ロジカルに考えるとは、感覚や思いつきだけではなく、

理由や根拠を整理しながら考えることである

 論理的に考えると、自分の意見を相手に説明できる

 問題の原因整理や最適な

解決策の導出にも有効

 ロジカルに考えることは、

正しく伝える力と納得して

もらう力を高める基本である
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思考（Thinking）
 情報や経験をもとに、考え、判断し、理解する活動

 人は日常的にさまざまなことを考えているが、

思考には目的や方向性がある

 例えば、「なぜ売上が下がったのか」を考えるのは原因

分析であり、「どうすれば改善できるか」を考えるのは

問題解決である

 思考は単なる知識の暗記ではなく、情報を整理し、

新しい意味やアイデアを生み出す活動でもある
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ロジカルシンキング
 物事を論理的に整理し、筋道を立てて考える思考法

 なぜそうなるのかを確認しながら考える点が特徴である

 例えば、問題を原因ごとに分解したり、結論と根拠を

整理したりすることで、相手に分かりやすく説明できる

 ビジネスでは問題解決や意思決定、プレゼンテーション

などで広く活用されているスキルである

 考える力と伝える力を支える基本的な技術である
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わける・まとめる・つくりだす

① わける：複雑な問題を小さな要素に分解

原因分析や整理に有効

② まとめる：バラバラの情報を整理

共通点や関係性を見つける

③ つくりだす：情報を組み合わせて、

新しいアイデアや解決策を創る

例えば、ロジックツリーやマインドマップは、

この考え方を支援するツールである
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演習：担当の交代理由

問題

 年度の途中で、担任の先生が交代した

 「体調の急変」以外の理由を３つ挙げてください。
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演習：融資の理由

問題

 ある企業はメインバンクに多額の融資を申請した

 「資金の不足」以外の理由を３つ挙げてください。
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知識の援用：フェルミ推定
 正確なデータが手元になくても、限られた情報から論理

的におおよその数値を推測する思考法

 有名な例として「日本に電柱は何本あるか」など

 正確さよりも、どのように分解し、どのような根拠で

考えたのかという論理プロセスが重要である

 大きな問題を小さく分解し、調査可能な、

知っている情報から順番に推測する点が特徴

 市場規模の予測や企画立案などで活用される 28Copyright © RakuPass.Com All rights reserved.



演習：フェルミ推定①
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ITパスポート試験の対策本は、

今、何種類くらい出てるの？

正確さよりも論理プロセスが重要である



演習：フェルミ推定① 考え方のヒント

例えば「大学内に自動販売機は何台ある？」という演習問題

① その大学の学生数や建物数を推定する

② ひとつの建物に平均何台あるかを考えて全体を推定する

③ 学生の在籍数や教員数など、調査できる情報から順番に

積み上げていき、おおよその答えを導く

 途中で仮説を置きながら考えることが大切である

 答えよりも、考えるプロセスを養う演習である
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［解答例］演習：フェルミ推定①

① IT系資格本を出しそうな出版社を考える

インプレス、翔泳社、技評、TACなど10社程度と仮定する

② 1社あたりのシリーズ数を考える

教科書型・問題集型など1社あたり3〜5種類（平均4種類）と仮定

③ 計算する 出版社10社 × 4種類 ＝ 40種類

 他にも、① 公表されている年間の受験数：約30万人

② 受験生ひとり当たりの購入数：0〜2冊（平均1冊）

③ 商業出版で期待される部数:約5,000〜1万部（平均7,500部）

④ 計算 30万人×1冊÷7,500部＝40種類

などからアプローチすることもできる
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演習：フェルミ推定②
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日本の大学で、

1年間に消費されるコピー用紙は、

何枚くらい？



演習：フェルミ推定③
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フェルミ推定②のコピー用紙の枚数は、

今後、書類のPDF化などが進むなど、

DX（デジタルトランスフォーメーション）が

進展すると、どれくらい減る？



漏れなくダブりなくMECE

 MECE（Mutually Exclusive and Collectively Exhaustive、ミーシー）は、

漏れなく・ダブりなく情報を整理する考え方

 情報を分類するときに、抜けや重複がない状態を目指す

 例えば、学生と社会人と分ければMECEだが、

学生と男性と分けると、重複が発生する

 MECEを意識することで、論理的で分かりやすい整理が

可能になる。ロジックツリーでも重要な考え方である
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演習：MECEに分類してみる①
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クルマをMECEに分類してください



演習：MECEに分類してみる②
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この教室にいる人を

MECEに分類してください



ロジックツリーとは？
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 問題や課題を階層的に分解して整理する思考法

 木（ツリー）のように枝分かれしながら考えるため、

ロジックツリーと呼ばれている

 複雑な問題を細かく分けることで、原因や解決策を

整理しやすくなる

 考え漏れや思いつきだけの判断を防げるフレームワーク

 例えば「売上が下がった」という問題は、

「客数の減少」と「客単価の低下」に分解できる



原因を分析するWhyツリー
 「なぜ？」を繰り返しながら問題の原因を深掘りする

ロジックツリーである

 目的は、表面的な問題だけでなく、本当の原因を見つけ

ること

 例えば、「売上が減った」という問題に対して、

なぜ？ → 来店客数が減っている なぜ？

→ 新規の客が少ない なぜ？ → SNSでの発信が弱い

→ リピーターが少ない なぜ？ → 満足度が低いようだ
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売上減少の原因を分析する
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売上減少

客数の減少

客単価の低下

リピーターの減少

新規顧客の減少

低価格商品の増加

高額商品の減少

割引販売の増加

Why？

Why？

Why？

Why？

Why？

Why？

Why？

Why？

Why？

Why？



演習：Whyツリーの作成
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相談内容

「彼女（彼氏・パートナー）が、できません」

彼女（彼氏・パートナー）ができない原因を、

「なぜ？」を5回繰り返して、

Whyツリーで分析してください



解決策を探すHowツリー
 「どうやって解決するか」を考えるためのツリー

 目的を達成する方法を細かく分解し、具体的な行動へ

落とし込む際に使われる

 例えば「売上を増やす」という目標に対しては、

来店客を増やす、単価を上げるなどと分解できる

 さらに、SNS広告を強化する、新商品を開発するなど、

具体策に展開して、実行可能な解決策を模索する

 アイデアを整理しながら実行計画を作っていく
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売上回復の解決策を分析する
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How？

売上回復

客数を増加

客単価の向上

リピーターの増加

新規顧客の獲得

追加購入を促進

高額商品を増加

定価販売を増加

ポイント制

SNS強化

接客強化

ネット販売

クチコミ活用

キャンペーン

イベント誘致

クロスセル

アップセル

顧客ランク

商品入替

How？

How？

How？

How？

How？



演習：Howツリーの作成
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彼女（彼氏・パートナー）のつくり方を、

Howツリーを用いて今すぐ検討してください

実際に行動できるような具体案になるまで、

「どうやって？」を繰り返して、

解決策を探してください



PREPは結論を先に言う話法

 Point（結論）→ Reason（理由）→ Example（具体例）

→ Point（再結論）の順で伝える話法

 要点を短時間で分かりやすく伝えられるため、

報告・プレゼン・営業などの場面で有効とされる

① 私は○○の導入に賛成します（Point）

② なぜなら効率が上がるからです（Reason）

③ 成績集計の時間が短縮できました（Example）

④ なので、○○を導入すべきです（Point）
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演習：PREPで話してみよう
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なんで（ちょっと高いのに）

スタバはいつも混んでるの？



ピラミッド原則のSCQA

 Situation（状況）→Complication（問題）

→Question（課題）→Answer（答え）の流れで説明

 読み手の「なぜ？」を自然につなげられるため、

企画書やコンサルティングの資料などで使われる

① S（Situation：状況）最近、会議時間が長くなっている

② C（Complication：問題）その結果、業務時間が不足

③ Q（Question：課題）どうすれば会議を効率化できる？

④ A（Answer：答え）議題を事前共有、発言時間を制限
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結論先行型のフレームワーク

SDS：短い説明やスピーチ向き

 Summary （要点） → Details（詳細）→ Summary （要点）

FAB：商品説明や営業などで使用

 Feature（特徴） → Advantage（利点）→ Benefit （利益）

PAS：広告・マーケティング向き

 Problem（問題）→ Agitation（煽り）→ Solution（解決）
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起承転結との違い

 起承転結は物語的で、感情に訴える構成

 「転」で意外性を作り、ストーリーを楽しむ構成である

 PREPやSCQAなどは、結論や問題を

先に示す論理重視型の構成

 ビジネスでは、納得してもらい、

相手を動かすのに適した

結論先行型の構成が向いている
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図で伝える効果
 情報や考えを図・表・グラフ・イラストなどで

見える形にすることは、視覚化と呼ばれる

 文章だけでは理解しにくい内容も、視覚化することで

全体像や関係性を直感的に把握しやすくなる

 課題や原因を整理しやすくなるため、問題解決や

意思決定にも役立つ

 プレゼン、分析、教育など幅広い場面で活用され、

伝達力と理解力を高める効果を持つ
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ピクトグラム

 文字を使わず図や記号で情報を伝える視覚的表現

 言語や年齢を超えて直感的に理解できるため、

公共施設や交通機関、防災表示などで広く活用される

 外国人や子ども、高齢者にも分かりやすく、

ユニバーサルデザインの観点からも重要である

50Copyright © RakuPass.Com All rights reserved.



連関図
 複雑に絡み合う問題の原因と結果の関係を矢印で結び、

構造的に整理する手法である

 問題の本質や影響関係を可視化できるため、

品質管理や課題解決、組織分析などで活用される

 単純な原因だけでなく、多くの要因が相互に

影響している様子を把握できることが特徴である

 関係性を図で示すことで、共通理解を得やすくなり、

解決策の優先順位も明確になる
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KJ法（親和図法）

 集めた意見や情報をカード化し、内容の似ているものを

グループ化して整理する発想法である

 文化人類学者の川喜田二郎氏が考案したため、

頭文字を取ってKJ法と呼ばれる

 参加者全員の意見を見える化できる点も利点のひとつ
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マインドマップ

 中心となるテーマから関連するアイデアを放射状に広げ、

思考を整理・発想する図解手法

 情報の関連性を直感的に理解しやすい特徴を持つ

 自由に発想を広げられるため、企画立案や問題解決、

学習整理など幅広い場面で活用される

53Copyright © RakuPass.Com All rights reserved.



マンダラート
 9×9のマスを使ってアイデアや目標を整理する思考法

 中心にテーマを置いて、周囲に関連する要素を展開する

 大谷翔平選手は、

高校時代にマンダラートを活用して

目標管理を行ったことで有名である。

「ドラフト1位で8球団から指名」を

中心に置き、達成に必要な要素を

周囲に配置した。さらに、体づくり、

コントロール、人間性、メンタルなどを

細かく分解し、具体的な行動へ導いた。

この方法により、目標を明確化し、
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シンプル・イズ・ベスト

 良い資料はシンプルで、見た瞬間に何を伝えたいのか

理解できる資料であるといえる

 基本は「1スライド1メッセージ」での構成が重要

 文字や図を詰め込みすぎた資料は、情報量が多すぎて

相手が理解しづらくなる情報過多の状態になる

 伝わる資料を作るには、重要な部分だけを強調する、

余白を使う、シンプルにまとめることが大切である
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グラフの種類と使い分け
① 棒グラフ：数量の大小を比較

② 折れ線グラフ：時間による変化や推移を表す

③ 円グラフ：全体に対する割合を示す

④ 帯グラフ：割合の比較を複数並べて示す

⑤ 散布図：2つのデータの関係性を示すグラフ

⑥ ヒストグラム：データの分布状況を表すグラフ

⑦ レーダーチャート：複数項目の特徴を比較する

56Copyright © RakuPass.Com All rights reserved.



偽グラフを見破れ
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縦軸を0から始めない

目盛り間隔を不自然にする

一部期間だけを切り取る

面積や3D効果で誇張する



ファクトベース
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 思い込みや感覚ではなく、事実やデータを根拠に考え、

判断する考え方である

 売上データ、アンケート結果、市場調査など、

客観的な情報に基づいて分析することで、

論理的で納得感のある意思決定が可能となる

 例えば、「売上が悪い気がする」ではなく、

「前年より10％減少している」のように、

数値で捉えることが重要である



0次情報／1次情報／2次情報
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0次情報：自分自身の体験や実感

実際に使ってみた、現場で感じたことなど

一次情報の前段階である暗黙知として重視される場面もある

1次情報：自分で直接得た元の情報

情報の信頼性が高く、最も重要な情報源とされる

例：自分で行った調査、実験データ、当事者インタビューなど

2次情報：1次情報を整理・分析した情報

効率よく情報収集できるが、偏った解釈が含まれる場合もある

例：新聞記事、テレビ放送、市場分析レポートなど



3次情報／4次情報
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3次情報：2次情報をさらに加工した情報

まとめサイト、Wikipedia、市場分析レポートのサマリーなど

4次情報：3次情報をさらに短く要約した情報

情報が簡略化されすぎて、誤解が起こりやすい情報

SNSの投稿、見出しだけの記事、切り抜きショート動画など

 自分が実際に食べて、美味しいと感じた情報：一次情報

 自分が美味しさを話して、友達に伝わった情報：二次情報

 社内で情報が広まり、別の人が紹介した情報： 三次情報



いつでも相談できます
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